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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
は
現
在
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
２
０
２
０
」
を
掲
げ
、
中
期

計
画
に
基
づ
い
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和

2
（
２
０
２
０
）
年
度
は
こ
の
中
期
計
画
期
間
の
最

終
年
度
に
当
た
り
ま
す
。
今
年
は
次
期
中
期
計
画
の

策
定
を
念
頭
に
置
い
て
国
立
国
会
図
書
館
の
機
能
の

一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図
書
館
は
、情
報
環
境
が
い
か
に
変
化
し
て
も
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
（
普
遍
的
）」
な
存
在
で
在
り
続
け
、
さ

ら
に
、
所
蔵
す
る
資
料
が
で
き
る
だ
け
広
く
利
用
で

き
る
環
境
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
平

成
28
（
２
０
１
６
）
年
末
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア

ク
セ
ス
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
ま
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
は
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
設

置
さ
れ
た
国
会
の
一
組
織
で
あ
り
、
そ
の
際
に
公
布
さ

れ
た
「
国
立
国
会
図
書
館
法
」
の
前
文
に
は
、
国
立
国

会
図
書
館
の
使
命
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
立
国
会
図
書
館
は
、
真
理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に

す
る
と
い
う
確
信
に
立
つ
て
、
憲
法
の
誓
約
す
る
日

本
の
民
主
化
と
世
界
平
和
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
、
こ
こ
に
設
立
さ
れ
る
。」

こ
の
使
命
を
遂
行
す
る
た
め
に
国
立
国
会
図
書
館

に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
は
、
基
本
的
に
は
、「
国
会

活
動
の
補
佐
」、「
資
料
・
情
報
の
収
集
・
保
存
」、「
情

報
資
源
の
利
用
提
供
」
で
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
次
の
点
を
重
視
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

第
一
の
「
国
会
活
動
の
補
佐
」
に
つ
い
て
は
、
国

会
議
員
の
活
動
を
的
確
に
補
佐
す
る
こ
と
と
、
そ
の

効
果
的
実
現
の
た
め
に
、
情
報
を
収
集
し
体
系
化
し

分
析
す
る
能
力
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
。

第
二
の「
資
料
・
情
報
の
収
集
・
保
存
」に
つ
い
て
は
、

資
料
・
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
体
系
的
に
整
理

し
て
、
長
期
に
保
存
す
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
、

ま
た
、
国
際
動
向
を
踏
ま
え
た
制
度
の
改
善
や
図
書

館
資
料
に
関
わ
る
人
々
と
の
協
力
関
係
を
推
進
す
る

こ
と
。

第
三
の
「
情
報
資
源
の
利
用
提
供
」
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
が
情
報
資
源
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

新年のごあいさつ

国 立 国 会 図 書 館 長　  羽 入　 佐 和 子
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う
に
、
最
適
な
施
設
・
設
備
・
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

実
装
す
る
こ
と
。

昨
年
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
部
で
も
あ
る
「
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
に
お
い
て
大
き
な
前
進
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、昨
年
１
月
に
「
マ
ラ
ケ
シ
ュ

条
約
」（
正
式
名
称
「
盲
人
、
視
覚
障
害
者
そ
の
他
の

印
刷
物
の
判
読
に
障
害
の
あ
る
者
が
発
行
さ
れ
た
著

作
物
を
利
用
す
る
機
会
を
促
進
す
る
た
め
の
マ
ラ
ケ

シ
ュ
条
約
」）
が
発
効
し
た
こ
と
と
関
連
し
ま
す
。
こ

の
条
約
は
、
視
覚
障
害
者
等
に
と
っ
て
利
用
し
や
す

い
様
式
の
複
製
物
（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
等
）
が
、

国
境
を
越
え
て
円
滑
に
流
通
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）

年
に
国
内
で
の
「
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー
タ
送
信

サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全

国
の
図
書
館
等
が
製
作
し
た
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
等
を

収
集
し
て
、
当
館
が
製
作
し
た
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
等

と
と
も
に
、
視
覚
障
害
者
等
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

で
ご
利
用
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
マ
ラ
ケ
シ
ュ
条

約
の
発
効
を
受
け
て
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
関
係
法

規
を
整
備
し
、
海
外
の
図
書
館
、
個
人
も
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
海
外
向
け
の
送
信
、
い
わ
ば
「
輸
出
」
と
併
せ
て
、

国
内
の
視
覚
障
害
者
等
に
よ
る
海
外
の
デ
ー
タ
の
利

用
、
い
わ
ば
「
輸
入
」
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

国
際
的
な
総
合
目
録
を
通
じ
た
デ
ー
タ
の
国
際
交
換

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
６
月
に
は
、
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
（
正
式
名
称
「
視
覚
障
害
者
等

の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」）
が

公
布
さ
れ
ま
し
た
。
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
精
神

に
も
則
り
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の

人
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
に
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
社

会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
環
境

の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な

視
点
を
も
っ
て
今
後
も
国
立
国
会
図
書
館
の
使
命
を

堅
実
に
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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『苹
へ い か

果品定』
―秋田県に結 “果 ”した西洋リンゴの品評記録―
木 屋 美 香

国立国会図書館の蔵書から

　
「
苹
果
」
と
は
西
洋
リ
ン
ゴ
の
こ
と
で
、『
苹
果

品
定
』
は
リ
ン
ゴ
の
品
評
と
い
っ
た
意
味
で
す（

１
）。

本
書
は
、
明
治
25（
１
８
９
２
）年
か
ら
秋
田
県
で

開
催
さ
れ
た
苹
果
の
品
評
会
記
録
を
中
心
に
、
苹

果
に
つ
い
て
の
研
究
内
容
を
前
編
３
巻
と
後
編
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
編
者
・
石
川
理
紀
之
助

（
１
８
４
５
‐
１
９
１
５
）
は
、
明
治
か
ら
大
正

初
め
に
活
躍
し
た
農
業
指
導
者
で
す
。

　

リ
ン
ゴ
は
、
平
安
時
代
中
期
ご
ろ
に
は
中
国
か

ら
日
本
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す（

２
）。
小

ぶ
り
の
実
を
付
け
、
現
在
で
は
和
リ
ン
ゴ
（
地
リ

ン
ゴ
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
一
方
、
中
央
ア
ジ
ア
か

ら
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
に
か
け
て
伝
わ
り
欧
米
で
分

化
し
た
も
の
が
西
洋
リ
ン
ゴ
で
す（

３
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
４
，０
０
０
年
以
上
の
栽
培
歴
が
あ
り
ま
す
。

明
治
政
府
の
主
導
で
各
地
に
広
ま
り
、「
苹
果
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
苹
果
を
育
種
し
た

も
の
が
、今
日
私
た
ち
が
口
に
す
る
リ
ン
ゴ
で
す
。

　

石
川
は
、
珍
奇
物
扱
い
だ
っ
た
苹
果
を
舶
来
当

初
か
ら
秋
田
県
に
適
応
し
た
一
大
副
産
物
と
な
る

べ
き
果
実
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高

利
を
求
め
て
気
候
や
土
地
の
生
産
力
、
種
類
の
適

否
を
考
え
な
か
っ
た
り
、
苗
木
名
を
ご
ま
か
さ
れ

て
購
入
し
た
り
、
栽
培
方
法
も
良
く
な
か
っ
た
り

し
た
た
め
、
良
い
結
果
を
得
た
人
は
多
く
な
か
っ

た
と
の
ち
に
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

苹
果
と
い
う
新
植
物
の
研
究
を
重
ね
、
培
養

今 月 の 一 冊

苹果品定
上（25年分）：石川理紀之助 編　 賛陽舎（印刷）　1893.7　19cm＜請求記号 特1-2528＞
中（26年分）,下（27,8年分）,後編：石川理紀之助 編集・発行　明 27-36　3冊；19cm
＜請求記号 66-150＞

（右）上巻表紙。
（左）下巻より。上巻から下巻まで共通して最上

品として掲載されている品種。なお本書では早
生種、中生種、晩生種をそれぞれ早手、中手、
晩手と呼んでいる。
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者
や
苗
木
商
が
良
い
も
の
を
選
定
し
て
広
く
培

養
・
販
売
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
明
治
24

（
１
８
９
１
）年
、
第
14
回
種
苗
交
換
会
の
際
に
、

品
評
会
の
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

品
評
は
五
段
階
に
分
か
れ
、
風
味
は
主
に
生
食

で
審
査
し
、
色
や
形
な
ど
の
特
徴
も
調
査
さ
れ
て

い
ま
す
。
苹
果
名
称
対
照
表
と
い
う
各
地
で
の
名

称
を
一
覧
に
し
た
表
か
ら
は
、
名
称
の
違
い
に
よ

る
混
乱
と
苦
労
が
察
せ
ら
れ
ま
す
。
各
地
で
の
呼

び
名
の
違
い
を
悪
用
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た

た
め
か
、
苹
果
名
称
一
定
協
議
会
が
開
か
れ
、
逐

次
統
一
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
書
に
は
さ
ら
に
、
貯
蔵
期
間
の
試
験
、
販
売

景
況
な
ど
と
と
も
に
、
栽
培
に
適
す
る
地
勢
、
移

植
、
剪
枝
、
施
肥
、
虫
や
兎
の
害
ま
で
栽
培
者
自

ら
の
知
識
と
経
験
に
基
づ
く
情
報
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
環
境
変
化
や
技
術
開
発
に
よ
っ
て
主

要
な
品
種
や
栽
培
方
法
が
様
変
わ
り
し
た
現
在
に

も
通
じ
る
、
栽
培
者
の
心
構
え
や
研
究
姿
勢
が
見

え
隠
れ
し
ま
す
。

　

明
治
期
の
殖
産
興
業
政
策
は
、
勧
農
政
策
と
い

う
形
で
果
樹
部
門
に
も
及
び
ま
し
た（

６
）。
植
物
園
や

試
験
場
が
設
置
さ
れ
た
り
、
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
り
、輸
入
作
物
が
配
布
さ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

本
品
評
会
は
、
そ
れ
ら
の
施
策
が
地
方
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
一
事
例
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
有
志
で
寄
付
金
を
募
り
、
研
究
課
題
を
設
定

石川理紀之助、晩年の肖像。
石川理紀之助［著］　石川会、三井報恩会 編『石川
翁農道要典』石川会［ほか］　昭14
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1265999/4

石川は明治５（1872）年から約10年間、秋田県庁
に勤務しました。秋田県では、各地域の老農を集め
て明治11（1878）年に勧業会議を初開催しました。
そこで提案された種子交換会は各地の諸植物の現
品を持ち寄って一般に展示し、お互いに種子交換し
ようというもので、石川はその創設に貢献します4。
その３か月後に開催された種子交換会は、のちに勧
業集会も同時に行い、種苗交換会へと発展し、毎
年開催の一大農業イベントとして今日に引き継がれ
ています5。
明治15（1882）年、石川は山田村救済のために県
の職を辞し、帰村します。さらに明治29（1896）年
からは農村経済立て直しのため、部落単位でその
土地や人々の調査を行う「適産調（てきさんしらべ）」
に本格的に取り掛かかりました。明治35（1902）年
まで実施したこの大事業の報告書は731冊にも上り
ます。

（上・左上）上巻より。第1回の品評会で最上品の筆頭に選ばれた江間中手の
様子と、その特徴の説明。美しい印刷で、苹果の表面の質感を表現している。

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1265999/4


国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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「
つ　

つ
る
舞
う
形
の
群
馬
県
」、「
く　

草
津
よ
い
と
こ
薬
の
温い
で
ゆ泉
」。
か
る
た
と
し

て
累
計
１
３
０
万
部
を
超
え
る
日
本
一
の
発

行
部
数
を
誇
り
、
70
年
以
上
の
長
き
に
わ

た
っ
て
競
技
大
会
を
開
催
し
て
い
る
郷
土
か

る
た
が
あ
る
。群
馬
県
の
歴
史
・
自
然
・
人
物
・

産
業
な
ど
が
描
か
れ
た
44
枚
の
絵
札
と
、
対

に
な
る
読
み
札
と
で
構
成
さ
れ
る
、「
上
じ
ょ
う
も
う毛

か
る
た
」
で
あ
る
。
昭
和
22
（
１
９
４
７
）

年
に
、
群
馬
県
の
古
称
で
あ
る
「
上
毛
」
の

名
を
冠
し
て
発
行
さ
れ
、
現
在
で
も
群
馬
県

内
を
中
心
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
10
月

か
ら
12
月
ま
で
開
催
さ
れ
た
、
群
馬
県
立
歴

史
博
物
館
第
97
回
企
画
展
「
上
毛
か
る
た
の

世
界
―
か
る
た
が
好
き　

ぐ
ん
ま
が
好
き

―
」
の
図
録
資
料
で
あ
る
。
企
画
展
の
図
録

と
い
う
こ
と
で
、
参
考
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が

豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
つ
け
ら

れ
た
解
説
文
一
つ
ひ
と
つ
も
読
み
ご
た
え
が

あ
る
。

　

第
１
章
、
第
２
章
は
、
上
毛
か
る
た
の
誕

生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
札
に
込
め
ら
れ
た
思
い

ま
で
丁
寧
に
説
明
す
る
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
戦
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
か
る
た
の
制
作

は
、
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
は
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の

指
令
に
よ
り
、
学
校
で
の
歴
史
・
地
理
、
道

徳
教
育
等
が
停
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中

で
、
な
ん
と
か
日
本
の
、
郷
土
の
文
化
を
残

し
て
い
き
た
い
、
と
の
思
い
で
制
作
し
た
の

が
上
毛
か
る
た
で
あ
る
と
い
う
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
る
検
閲
を
受
け
な
が
ら
札
の
選
定
作
業
を

行
う
等
、並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
垣
間
見
え
る
。

な
ん
と
か
多
く
の
情
報
を
伝
え
る
た
め
、
義

理
人
情
の
言
葉
と
雷
神
の
絵
か
ら
成
る「
ら
」

の
札
に
、
検
閲
で
不
採
用
と
な
っ
た
人
物
を

託
し
て
１
番
上
に
箱
詰
め
す
る
等
、
何
気
な

い
札
一
つ
を
取
っ
て
も
、
隠
さ
れ
た
意
図
や

思
想
が
強
く
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
３
章
で
は
、
か
る
た
の
あ
ゆ
み
や
全
国

の
郷
土
か
る
た
が
紹
介
さ
れ
、
研
究
者
に
よ

る
論
考
が
２
本
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
論
考
で

は
、
た
だ
上
毛
か
る
た
を
賛
美
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
郷
土
か
る
た
に
託
す
未
来
へ
の
展

望
等
が
語
ら
れ
て
お
り
、
前
章
ま
で
と
は

違
っ
た
視
点
で
興
味
深
い
。

　

最
後
に
、
第
４
章
で
は
、
主
に
上
毛
か
る

た
の
競
技
大
会
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
従
来
の
競
技
大
会
は
、
群
馬
県
内
で
完

結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
３
年
か

らKIN
G

 O
F JM

K(JouM
ou Karuta)

の

名
称
で
、
全
国
大
会
も
行
わ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
。

　

上
毛
か
る
た
は
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

に
郷
土
に
対
す
る
誇
り
を
失
わ
せ
た
く
な

い
、
と
の
思
い
で
制
作
さ
れ
た
。
発
行
か
ら

70
年
を
経
た
今
、
社
会
は
国
際
化
が
進
み
、

世
界
の
中
の
日
本
と
い
う
立
ち
位
置
を
意
識

さ
せ
ら
れ
る
場
面
は
多
い
。
国
際
化
が
持
て

は
や
さ
れ
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
郷

土
に
目
を
向
け
て
み
る
。
自
身
の
土
台
と
な

る
文
化
を
見
つ
め
直
す
と
、
新
た
な
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。　
　
　
（
前
田 

紘
志
）

上毛かるたの世界
かるたが好きぐんまが好き
群馬県立歴史博物館第97回企画展
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―
広
報
の
仕
事
１
年
目
、
ど
う
で
す
か
？ 

広
報
の
大
切
な
仕
事
の
一
つ
に
、
見
学
に

来
ら
れ
た
人
を
案
内
す
る
業
務
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
の
お
仕
事
が
楽
し
く
、
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
書
庫
な
ど
を
案

内
す
る
と
、
見
学
者
の
み
な

さ
ん
は
、
新
鮮
な
反
応
で
喜

ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。
図
書

館
の
施
設
や
役
割
を
説
明
し
、

そ
れ
に
対
し
て
感
動
し
た
り
、

驚
い
た
り
し
て
く
だ
さ
る
様

子
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
も
元

気
を
も
ら
え
る
し
、
こ
の
仕

事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

な
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。
見

学
に
来
ら
れ
る
人
の
多
く
は
、

国
立
国
会
図
書
館
を
ま
だ

使
っ
た
こ
と
が
な
い
人
や
中

高
生
な
ど
、
こ
れ
か
ら
使
っ

て
い
た
だ
く
人
な
の
で
、
潜

在
的
な
利
用
者
に
種
を
ま
く

仕
事
だ
な
、
と
思
い
ま
す
。

―
先
日
の
こ
ど
も
霞
が
関
見

学
デ
ー
は
い
か
が
で
し
た
か
？

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
楽
し
ん
で
も
ら
え

た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
祭

り
的
な
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
期
待
も
高
く
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
も
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。（⇒

27
ペ
ー
ジ
）

―
取
材
対
応
も
多
そ
う
で
す
ね
。

け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
ね
。
取
材
に
対
応
す

る
際
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
役
割
や
業
務

を
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

―
そ
の
ほ
か
に
は
ど
ん
な
お
仕
事
が
あ
り

ま
す
か
？

見
学
や
取
材
対
応
は
、
依
頼
を
受
け
て

行
う
仕
事
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、

Tw
itter

で
の
情
報
発
信
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ニ
ュ
ー
ス
欄
の
更
新
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
な
ど
、
こ
ち
ら
か
ら
発
信
す
る
仕

事
も
あ
り
ま
す
。Tw

itter

、YouTube

、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信

は
、多
く
の
部
署
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
内
容
を
広
報
の
観
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。
そ
う
し
た
日
常
的
な
業
務
の
ほ

か
に
、
先
ほ
ど
話
題
に
あ
が
っ
た
こ
ど
も

霞
が
関
見
学
デ
ー

や
図
書
館
総
合
展

と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
準

備
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
朝
の
日
課

と
し
て
、
新
聞
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
載
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
に
関
す
る
記

事
を
丁
寧
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

―
各
部
署
か
ら
上
が
っ
て
き
た
発
信
内
容

は
、
広
報
方
針
に
沿
っ
て
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
で
す
か
？

内
容
の
細
部
ま
で
は
、
そ
の
部
署
が
一
番

詳
し
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
意
見
を
す
る
こ

と
は
な
い
で
す
が
、
受
け
手
に
と
っ
て
分

か
り
や
す
い
か
、
誤
解
を
与
え
る
表
現
は

な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
し
っ
か
り
と

確
認
す
る
よ
う
に
し
て
ま
す
ね
。
一
つ
の

文
が
長
す
ぎ
た
り
、
表
現
が
専
門
的
す
ぎ

た
り
す
る
と
、
受
け
手
に
な
か
な
か
伝
わ

り
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
な
い
人

が
読
ん
で
も
、
ス
ト
ン
と
理
解
で
き
る
の

が
理
想
的
で
す
。

奥村牧人 総務課 課長補佐（広報）
H17（2005）年4月　入館　
		  　 国会レファレンス課レファレンス第一係
H18（2006）年4月　国会レファレンス課連絡調整係
H19（2007）年7月　政治議会課
H23（2011）年9月　参議院事務局委員部に出向
H25（2013）年7月　複写課遠隔複写係
H28（2016）年4月　総務課総務係長
H31（2019）年4月　総務課 課長補佐（広報）

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

聞き手：総務課編集係

種をまく仕事ですね
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―
そ
う
い
う
と
き
に
、
見
学
や
取
材
で
の

経
験
が
活
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

な
ん
と
な
く
わ
か
る
部
分
が
あ
り
ま
す

ね
。
こ
う
い
う
言
葉
だ
と
伝
わ
ら
な
か
っ

た
な
、
と
い
う
経
験
が
あ
る
の
で
。

―
ほ
か
に
、
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

基
本
的
に
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
発
信
し
た
内
容
は
館
の
公
式
見
解

に
な
る
の
で
、
や
は
り
慎
重
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
た
だ
、そ
れ
が
行
き
過
ぎ
る
と
、

ど
う
し
て
も
閉
鎖
的
な
印
象
を
相
手
に
与

え
て
し
ま
い
、
広
報
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な

り
ま
す
。ま
た
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
混
み
あ
っ

て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
対

外
的
な
ア
ポ
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
国
立
国
会
図
書
館
が
担
っ
て
い
る
役

割
や
事
業
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

理
解
を
得
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
が
仕
事

を
し
て
い
く
上
で
大
切
な
基
盤
に
な
る
と

思
う
か
ら
で
す
。

◆
　
◆
　
◆

―
と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
国
立

国
会
図
書
館
を
志
望
し
た
の
で
す
か
？

実
は
面
接
試
験
に
進
む
ま
で
国
立
国
会
図

書
館
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
（
笑
）。
就
職
志
望
先
の
数
あ
る
選
択

肢
の
ひ
と
つ
で
。
面
接
に
進
む
過
程
で
調

査
及
び
立
法
考
査
局
の
存
在
を
知
っ
て
、

学
生
時
代
に
勉
強
し
て
い
た
こ
と
を
活
か

せ
る
か
も
と
思
い
ま
し
た
。

―
最
初
が
国
会
議
員
な
ど
か
ら
の
調
査
依

頼
を
受
け
付
け
る
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
、

次
が
よ
り
専
門
的
な
主
題
を
扱
う
政
治
議
会

課
で
、
議
会
担
当
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

も
と
も
と
議
会
制
度
に
つ
い
て
専
攻
し
て
い

た
の
で
す
か
？

い
え
、
専
門
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
政
治

議
会
課
で
勉
強
し
な
お
し
ま
し
た
。
も
と

も
と
は
戦
後
日
本
外
交
史
や
日
米
関
係
を

専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
院
の
時
は
、

１
９
６
０
年
代
の
外
交
文
書
が
た
く
さ
ん

公
開
さ
れ
始
め
た
時
期
だ
っ
た
の
で
そ
れ

ら
を
使
っ
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
。

―
そ
の
後
の
参
議
院
事
務
局
委
員
部
へ
の

出
向
は
い
か
が
で
し
た
か
。

出
向
が
き
っ
か
け
で
、
そ
れ
ま
で
議
会
担

当
と
し
て
調
査
・
研
究
の
対
象
と
し
て
見

て
き
た
国
会
の
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
部
と
い
う
の

は
、
立
法
過
程
の
中
心
で
あ
る
委
員
会
運

営
の
ロ
ジ（

１
）を

行
う
と
こ
ろ
で
す
。
入
館
以

降
、
自
分
は
調
査
業
務
一
本
で
ロ
ジ
業
務

に
携
わ
る
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
大
切
さ
と
面
白
さ
に
気
付
い

た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。
元
来
、
図
書
館

は
調
査
や
調
べ
物
支
援
（
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
）
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
主
題
に
関
す
る
専
門
性
が
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
上
で
大
き
な
武
器
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
サ
ブ（

２
）業

務
と
い
う
か
専
門

性
に
基
づ
い
た
業
務
の
比
重
が
大
き
く
な

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。で
も
、

し
っ
か
り
と
し
た
ロ
ジ
が
あ
っ
て
こ
そ
、

そ
れ
ら
の
仕
事
が
う
ま
く
回
り
、
最
大
限

に
活
か
さ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
会
場
の
設

営
、
会
議
日
程
の
連
絡
、
配
付
資
料
の
準

備
な
ど
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
地
味
な
仕
事

も
多
い
で
す
が
、
い
ず
れ
も
前
線
の
仕
事

を
陰
で
支
え
る
大
切
な
仕
事
で
す
。

―
出
向
か
ら
戻
っ
て
き
て
配
属
さ
れ
た
複

写
課
も
別
の
意
味
で
現
場
で
す
ね
。

現
場
感
が
あ
る
雰
囲
気
が
好
き
で
し
た
。

電
話
や
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
の
呼
び
出
し
。

適
度
な
緊
張
感
も
あ

る
し
、
利
用
者
が
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
て
い
る
か
知
る

機
会
も
多
か
っ
た
で

す
。
そ
の
次
の
総
務
課

総
務
係
も
ロ
ジ
的
な

も
の
が
多
く
、
慌
た

だ
し
い
雰
囲
気
の
中
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

軽
さ
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
し
た
。
机
に

向
か
っ
て
じ
っ
く
り
腰
を
落
ち
着
け
て
仕

事
を
す
る
こ
と
が
も
う
で
き
な
い
で
す
ね

（
笑
）。

―
海
外
出
張
に
行
か
れ
る
な
ど
、
国
際
的

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
海
外
に
ご
縁

が
あ
る
の
で
す
か
？

帰
国
子
女
で
は
な
い
の
で
す
が
、
父
親
の

カ
ナ
ダ
留
学
中
に
自
分
が
生
ま
れ
、
1
歳

く
ら
い
で
日
本
に
帰
国
し
ま
し
た
。
留
学

中
の
両
親
の
交
友
関
係
は
帰
国
後
も
続
い

た
よ
う
で
、
自
分
が
幼
い
頃
か
ら
、
家
に

外
国
の
お
客
さ
ん
や
留
学
生
が
頻
繁
に
来

て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
１
階
の
和
室

に
ア
メ
リ
カ
人
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い

る
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

複
写
課
在
籍
中
の
２
０
１
４
年
に
、
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
の
新
し
い
計
画
策
定
の
参
考

と
す
る
た
め
、
欧
米
4
か
国
の
国
立
図
書

1 ロジ＝ロジスティック業務の略。もともとは軍事用語で
兵站。広く裏方業務を指す。
2 サブ＝サブスタンス業務の略。政策等の中身のある業務
を指す。書庫見学の様子
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館
を
調
査
し
ま
し
た
。

―
オ
ー
プ
ン
な
考
え
方
は
、
ご
両
親
の
影

響
も
あ
る
か
も
？

何
ら
か
の
影
響
は
受
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
両
親
が
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
な
ど
様
々
な
国
か
ら
の
お
客
さ
ん

を
家
に
迎
え
、
奈
良
公
園
を
案
内
し
た
り

す
る
の
を
一
緒
に
付
い
て
行
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
今
の
広
報
の
お
仕
事
と
も
通

じ
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

―
そ
の
ほ
か
学
生
時
代
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
経
験
で
仕
事
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

最
近
で
は
、
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
の

準
備
で
す
ね
。
今
年
度
、
偶
然
に
も
小
学

６
年
生
の
長
男
が
中
央
省
庁
の
霞
が
関
見

学
デ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
当
選
し
た
の
で
す

が
、
参
加
す
る
前
日
に
、
副
大
臣
相
手
の

質
問
内
容
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
か

た
わ
ら
で
、
自
分
は
国
立
国
会
図
書
館
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
小
学
生
か
ら
の

質
問
に
ど
う
答
え
る
か
準
備
を
し
て
い
ま

し
た
。
同
じ
家
の
中
で
、
参
加
す
る
側
と

そ
れ
を
迎
え
る
側
が
そ
れ
ぞ
れ
に
準
備
し

て
い
る
の
が
面
白
か
っ
た
で
す
。「
そ
の

表
現
は
難
し
い
」
な
ど
子
ど
も
か
ら
意
見

を
受
け
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
修
正
し
た

り
も
し
ま
し
た
。

大
学
時
代
に
は
、
語
学
留
学
で
３
か
月
間

を
韓
国
で
過
ご
し
、
そ
の
間
は
現
地
の
韓

国
人
学
生
６
人
と
寝
食
を
共
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、
大
学

に
在
籍
し
て
い
る
留
学
生
と
日
本
人
学
生

と
が
交
流
す
る
場
を
提
供
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
考
え
方
や
価
値
観
が
違
う
人

た
ち
と
の
共
同
作
業
を
要
す
る
経
験
で

す
。
こ
う
し
た
経
験
は
、入
館
以
降
、様
々

な
部
署
や
職
場
で
働
き
、
い
ろ
い
ろ
な
背

景
を
持
っ
た
人
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

く
中
で
活
か
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
価
値
観
の
違
う
人

と
は
結
局
わ
か
り
あ
え
な
い
ん
だ
と
割
り

切
る
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
粘
り
強
く

相
手
に
向
き
合
っ
て
い
け
ば
互
い
に
理
解

し
あ
い
、
ど
こ
か
で
着
地
点
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
て
ま
す
。
仕
事
を
し

て
い
く
と
き
に
も
、
話
を
な
る
べ
く
丁
寧

に
聞
い
て
相
手
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と

努
め
て
い
ま
す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
や
ス
ト
レ
ス
解
消
法

な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。

体
を
動
か
す
の
が
何
よ
り
の
ス
ト
レ
ス
解

消
で
す
ね
。
休
日
に
は
、
地
域
の
パ
パ
さ

ん
フ
ッ
ト
サ
ル
に
参
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

自
宅
周
辺
は
自
然
が
多
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
世

代
が
多
い
地
域
な
の
で
、
近
く
の
友
人
家
族

と
一
緒
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
キ
ャ

ン
プ
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

―
こ
れ
か
ら
広
報
の
仕
事
を
ど
ん
な
ふ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

国
立
国
会
図
書
館
の
広
報
活
動
は
、
総
務

課
広
報
係
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
職
員
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
職
員
が
外

の
機
関
に
出
張
し
た
り
、
打
合
せ
に
行
っ

た
り
し
て
、
そ
こ
で
業
務
を
説
明
す
る
と
、

そ
れ
は
ま
さ
し
く
広
報
活
動
で
す
よ
ね
。

こ
う
し
た
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
同
時

に
、
よ
り
多
く
の
職
員
を
広
報
に
巻
き
込

む
仕
組
み
を
作
っ
て
い
け
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
仕
組
み
で
は
す
く

い
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
館
内
の
広

報
ニ
ー
ズ
を
う
ま
く
す
く
い
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
多
く
の
選
択
肢
を
提
示
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
国
立
国
会
図
書
館
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
は
ど
う
あ

る
べ
き
、
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

国
会
活
動
の
補
佐
、
資
料
・
情
報
の
収
集
・

保
存
、
情
報
資
源
の
利
用
提
供
と
い
っ
た
基

本
的
役
割
は
、
時
代
を
超
え
て
も
変
わ
ら
な

い
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
他
方
で
、
こ

れ
ら
の
大
切
な
役
割
を
ど
の
よ
う
に
遂
行
し
、

か
た
ち
に
し
て
い
く
か
、
そ
の
具
体
的
な
方

法
や
在
り
様
は
情
報
環
境
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
い
く
中
、
私
た
ち
も
そ
の
変
化
と
は

無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
国
民
共
有
の
文

化
的
資
産
を
ど
う
し
た
ら
多
く
の
人
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
情
熱
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
思

い
ま
す
。
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August 
7th & 8th,

2019

　「こども霞が関見学デー」は、子どもたちを対象に、様々な
体験プログラムや職場見学などを行うことで、親子の触れ合い
を深め、子どもたちが夏休みに広く社会を知る機会を提供する
イベントです。各府省等が連携し、行っているプログラムで、
国立国会図書館は、平成 12（2000）年度から参加しています。
　今年度は、令和元年 8 月 7 日・8 日に開催され、国立国会図
書館のプログラム「日本でいちばん大きな図書館を探検しよ
う！」には、抽選で当選した親子 65 人が参加してくれました。
見学デー当日の様子を紹介します。

地下8階まである
書庫に行ってみよう！

こども霞が関見学デー

集密書架のスイッチを押してみる

地下8階から上を見上げると……

書庫からカウンターまで
資料を運ぶ搬送機

日本でいちばん大きな図
書館を

探検しよう！
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地震を知ろう・考えよう

「本の病院」を
見てみよう！

　 「ひなぎく」は、国立国会図書館が運営
する、東日本大震災に関する膨大な記録を
まとめて調べるためのポータルサイトです。

「ひなぎく」を使って、クイズ形式でお話を
したり、実際にパソコンを使って自分で調
べてもらったりしました。子どもたちの地
震や防災に対する関心の高さ、そして様々
な情報に対する好奇心の強さを感じました。

　資料の保存は、国立国会図書館の大切な仕事の一
つです。資料の修復作業を行う部屋に移動し、傷ん
だ資料が修復されていく様子を間近で見学しまし
た。普段はなかなか見る機会のない、修復現場の様
子に子どもたちは興味津々です。整然と並んだ作業
用の道具一つひとつにも関心を示していました。

（上）地震クイズの回答風景
（左）ひなぎくの説明

（左上から時計回りに）解体した資料を糸で綴じなおしているところ、
本の背に接着剤を塗っているところ、修復に使用する極薄の和紙
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館長とお話ししよう！
　館長とお話しをする場所は、
ちょっとだけ特別な会議室で
す。最初は少し表情が硬かった
子どもたちも、会話が進むにつ
れて緊張がほぐれていきまし
た。館長への質問タイムには
次々に手が上がり、時間が足り
ないほど、たくさんの質問をし
てくれました。

アンケートから

こども霞が関見学デーの２日間
は、子どもたちだけでなく私たち職
員にとっても特別な日です。真剣な
まなざしで話を聞いている子どもた
ちの様子を見ながら、私たち職員の
地道な仕事が、子どもたちの未来に
つながる大切なものであることを、
改めて思い起こさせてくれる貴重な
２日間でした。

とっても
おもしろかった

（左）特別会議室での様子
（下）館長室も見学

みんなの質問に
真剣に答えてくれた
（館長とのお話）

日本の資料、
書物の中心はここな
んだなと強く感じた

（左）修復作業で使用する噴霧器の霧
の細かさを体感しているところ
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「
国
立
国
会
図
書
館
っ
て
、
す
べ
て
の
本
が
あ
る
ん
で

し
ょ
？
」

　

親
戚
や
友
人
か
ら
仕
事
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
国
立
国

会
図
書
館
に
勤
め
て
い
る
と
こ
た
え
る
と
、
し
ば
し
ば
こ

の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
返
っ
て
き
ま
す
。
当
館
職
員
あ
る

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
す
べ
て
の
本
が
あ
る
」
―
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば

「
国
内
で
発
行
さ
れ
た
出
版
物
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
所

蔵
し
て
い
る
」。
そ
ん
な
当
館
の
蔵
書
構
築
の
、
大
き
な

基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
が
納
本
制
度
で
す
。
発
行
者
（
出

版
社
な
ど
）
が
出
版
物
を
国
立
国
会
図
書
館
に
納
め
る
こ

と
が
、
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

発
行
者
に
は
納
本
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
じ
つ

は
納
め
ら
れ
て
い
な
い
出
版
物
も
多
く
存
在
し
ま
す
。
私
が

所
属
し
て
い
る
国
内
資
料
課
収
集
第
一
係
で
は
、
納
め
ら
れ

て
い
な
い
出
版
物
の
調
査
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
発
行
者
へ

の
納
本
の
お
願
い
（
督
促
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
・
督
促
業
務
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
流
通
デ
ー
タ
や
職
員
か
ら
の
情
報
提
供
を
も
と
に

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
当
館
に
納
め
ら
れ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
出
版
物
」
に
つ
い
て
、
す
で
に
所
蔵
が
あ
る
も

の
を
間
違
っ
て
督
促
す
る
こ
と
な
ど
が
な
い
よ
う
調
査
を

行
い
ま
す
。手
元
に
な
い
出
版
物
に
つ
い
て
情
報
を
集
め
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
見
極
め
て
い
く
こ
と
は
、
困
難
な
場

面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
出
版
物
が
あ
る
の
か
、
と
発

見
の
あ
る
楽
し
い
作
業
で
も
あ
り
ま
す
。
調
査
の
結
果
、

当
館
に
納
め
ら
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
出
版
物
の
発

行
者
へ
、
納
本
の
お
願
い
の
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。
郵
便

の
宛
先
は
ひ
と
月
あ
た
り
約
３
０
０
件
、
納
本
を
お
願
い

す
る
資
料
は
約
１
，
２
０
０
点
で
す
。

　

本
の
流
通
経
路
に
の
ら
な
い
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
録
音
・

映
像
資
料
、
楽
譜
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
等
の
出
版
物
、
企
業

の
周
年
事
業
で
作
成
さ
れ
た
社
史
な
ど
一
般
に
は
流
通
し

て
い
な
い
出
版
物
の
収
集
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
形
態

や
流
通
の
関
係
で
、
発
行
者
が
納
本
対
象
だ
と
思
っ
て
い

な
か
っ
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、
納
本
の
お
願
い
が
、

制
度
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

お
願
い
を
し
た
発
行
者
か
ら
出
版
物
が
納
本
さ
れ
る

と
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
達
成
感
を
お
ぼ
え
ま
す
。
そ
の

出
版
物
が
、
当
館
の
書
庫
で
永
く
保
存
さ
れ
る
の
だ
と
思

う
と
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。
ま
た
、
未
来
の
利
用
者

に
「
こ
の
本
、
国
立
国
会
図
書
館
だ
け
所
蔵
が
あ
っ
た
！ 

さ
す
が
国
立
国
会
図
書
館
！　

あ
り
が
と
う
納
本
制

度
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

明
日
か
百
年
後
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
未
来
を

ひ
そ
か
に
期
待
し
、
今
日
も
調
査
・
督
促
業
務
を
通
し
て

当
館
の
蔵
書
構
築
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
国
内
資
料
課　

９
番
ジ
ャ
ッ
ジ
）

「国立国会図書館って、
すべての本があるんでしょ？」

月末に発送する督促の郵便物の束



国会へのサービス
依頼調査回答

3 万 7897 件
国会議員等からの依頼に基づき、国政
課題や内外の諸事情に関する調査、法
案の分析・評価などを行っている。

行政・司法支部図書館へのサービス

貸出 6046 点
支部図書館制度に基づき、各府省庁および最高裁判所に
支部図書館が設置されている。この図書館ネットワーク
をもとに、図書館サービス、資料の交換が行われている。

数 字 で 見 る
国 立 国 会 図 書 館

『国立国会図書館年報 平成 30 年度』から

『国立国会図書館年報』は、ホームページでもご覧になれます。
https://www.ndl.go.jp/jp/publication/annual/index.html

『国立国会図書館年報　平成 30 年度』をもとに、
国立国会図書館の業務、サービス、組織に関す
るおもな数字を抜粋しました。
※数字は平成 31 年 3月 31 日現在（平成 30 年度の実績）

国政課題に関する
調査研究

323件
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マイクロ資料
1万3780点
マイクロ資料
1万3780点

地図資料
7208点
地図資料
7208点

録音資料
1万6053点
録音資料
1万6053点

楽譜資料
788点
楽譜資料
788点

博士論文
1344点
博士論文
1344点

機械可読資料
（CD-ROM等）
6654点

機械可読資料
（CD-ROM等）
6654点

文書類
1万3614点
文書類

1万3614点

点字・大活字資料
1514点

点字・大活字資料
1514点

映像資料
1万1589点
映像資料
1万1589点

図書
20万1118点

図書
20万1118点

雑誌
30万935点
雑誌

30万935点

新聞
20万1089点

新聞
20万1089点

ほか

100点100点1万点1万点 1000点1000点

書誌データ作成数（年間）

56万8341件
書誌データ提供数（総計）

2537万7283件

資料収集のための費用

約23億3594万円
うち、納入出版物代償金
約3億9025万円

館全体の予算・決算
  歳出予算現額

約244億9838万円
決算額

約220億9612万円

年間受入点数 77万7196点
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インターネット公開
157万4119点

図書館送信
151万0004点

図書館向けデジタル化資料送信
サービスの提供データ　　　　

館内限定
84万5412点

インターネット
資料収集保存事業
収集データ件数
15万8050件

収集データ容量
1.4PB

デジタル資料点数

国立国会図書館サーチで
統合検索できる書誌データ

9926万2211件
当館や他機関が保有する冊子体・デジタル化された

画像・音声等の様々な形態の情報を検索できる

ホームページへの
アクセス

1827万5403件
インターネットを通じて、蔵書目録、国会会議録等

の各種データベース、調べものに役立つ情報などが

利用できる
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所蔵点数
4418万
7016点



職員数
888人
男性　49.5％
女性　50.5％

専門調査員 ･管理職のう
ち女性の割合約 32.4％

	 建物延べ面積	 書庫面積	 閲覧室面積
	 22万 1256㎡	 10万 5695㎡	 2万 5864㎡
	  14 万 7853㎡	 7 万 8046㎡	 1 万 8983㎡

   国会分館	 1331㎡	 609㎡	 562㎡
	 5 万 9311㎡	 2 万 3926㎡	 4265㎡
	 1 万 2761㎡	 3114㎡	 2054㎡

東京本館
関西館
国際子ども図書館

図書館等への貸出し

1万6760点

図書館への貸出し、小中学生向けの 
学校図書館セット貸出し、展示会に 

出品するための貸出しがある

遠隔複写

28万5409件

来館せずに申し込む複写サービス

来館者

79万1370人
　57万5756人
　  7万2373人
　14万3241人

閲覧

218万5497点

　205万  837点
　  10万5379点
　    2万9281点

来館して申し込む閲覧サービス

来館複写

132万  116件
うちプリントアウト件数

61万  483件

来館して申し込む複写サービス
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N D L  T o p i c s
「
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」、「
帝
国
議
会
会
議

録
検
索
シ
ス
テ
ム
」「
日
本
法
令
索
引
」、「
日
本
法

令
索
引
〔
明
治
前
期
編
〕」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
公
開

し
ま
し
た
（
令
和
元
年
12
月
）

　

国
会
、
帝
国
議
会
の
会
議
録
情
報
や
、
近
代
以
降
の
日
本
の

法
令
の
制
定
改
廃
情
報
を
検
索
で
き
る
４
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

各
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
検
索
ボ
ッ
ク
ス
を
設
け
、
幅
広
く
検
索

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り
厳
密
に
検
索
し
た
い
場
合

に
は
、「
詳
細
検
索
」
で
条
件
を
細
か
く
指
定
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
見
や

す
く
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

よ
り
使
い
や
す
く
な
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

＃16　雪の日の東京本館

日本法令索引  
https://hourei.ndl.go.jp/

帝国議会会議録検索システム 
 https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/

日本法令索引〔明治前期編〕
https://dajokan.ndl.go.jp/

国会会議録検索システム
https://kokkai.ndl.go.jp/

（上）トップページ
（下）会議録本文のテキスト表示

https://hourei.ndl.go.jp/
https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/
https://dajokan.ndl.go.jp/
https://kokkai.ndl.go.jp/
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国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
本
２
０
１
９
―
厚
生

労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
推
薦
児
童
福
祉
文
化
財

（
出
版
物
）」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
展
示
会
「
子
ど
も
を
健
や
か
に

育
て
る
本
２
０
１
９
―
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
推
薦
児

童
福
祉
文
化
財
（
出
版
物
）」
を
厚
生
労
働
省
と
の
共
催
で
開

催
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
文
化
財
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
に
役

立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
絵
本
や
児
童
書
等
の
出
版
物
、
演

劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
芸
術
、
映
画
等
の
映
像
・
メ
デ
ィ

ア
等
の
作
品
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
が
推

薦
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
同
審
議
会
が
平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成

31
年
３
月
ま
で
の
期
間
に
推
薦
し
た
児
童
福
祉
文
化
財
の
う

ち
、
絵
本
や
児
童
書
35
作
品
を
直
接
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
期
間　

２
月
４
日
（
火
）
～
３
月
４
日
（
水
）

　

※�

月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
及
び
第
３
水
曜
日
（
資
料

整
理
休
館
日
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 

～ 

17
時

○�

会
場	

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

林
光
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
手
稿
譜
及
び
そ
の
関
連
資
料
）

を
追
加
公
開
し
ま
す

　

音
楽
・
映
像
資
料
室
で
は
、
令
和
２
年
１
月
７
日
に
林
光

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
追
加
公
開
（
内
訳
：
手
稿
譜
１
，８
８
２
点
、

関
連
資
料
２
，８
２
２
点
）
し
ま
す
。

　

林
光
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
器
楽
曲
、
ピ
ア

ノ
曲
、
合
唱
曲
、
オ
ペ
ラ
、
映
画
音
楽
、
音
楽
評
論
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
音
楽
活
動
で
知
ら
れ
た
林
光
氏
（
１
９
３
１
‐

２
０
１
２
）
の
手
稿
譜
及
び
作
曲
活
動
に
関
連
す
る
資
料
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

今
回
の
追
加
公
開
に
よ
り
、
オ
ペ
ラ
、
合
唱
劇
、
管
弦
楽
曲
、

重
唱
・
合
唱
曲
、
吹
奏
楽
曲
、
独
奏
曲
、
室
内
楽
曲
、
映
画
音

楽
等
の
ジ
ャ
ン
ル
の
手
稿
譜
は
合
計
２
，４
２
０
点
、
関
連
資

料
は
合
計
２
，９
１
０
点
と
な
り
ま
す
。

○��

リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
ト
ッ
プ>

音
楽
・
映
像
資
料
を
さ
が
す>

手
稿
譜
及
び
そ
の
関
連
資
料

　

����� https://rnavi.ndl.go.jp/avm
aterial/entry/m

anuscript.php

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
２
６
号　

　

転
機
に
立
つ
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア

　

認
知
症
―
状
況
・
施
策
・
課
題
―

　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
学
進
学
層
拡
大
と
職
業
教
育
の
改
革

　

日
本
及
び
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
民
投
票
公
報

　

米�

国
と
英
国
に
お
け
る
政
府
各
省
の
財
務
報
告
―
内
部
統
制

等
に
着
目
し
て
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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